
令和３年度

第１回 富士見市下水道事業審議会

令和３年１１月９日（火） 午前１０時１５分から

富士見市中央図書館２階 視聴覚ホール

公共下水道整備（社会資本総合整備計画）の事後評価について

平成２７年度～平成３１年度
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令和３年度の審議会は、計２回を予定しております。

委員の皆さまには、事後評価の方法や評価結果などの

妥当性や今後の下水道事業の方針について、ご意見を

いただきたいと思います。

はじめに
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次 第

１．社会資本整備総合交付金について

２．事後評価について

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

４．次期整備計画（令和２年度～令和６年度）について
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１．社会資本整備総合交付金について
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１．社会資本整備総合交付金について

国土交通省が所管で、地方公共団体等が作成する社会資本総合整備

計画に基づく事業の実施に

充てることを目的とした、

国が地方公共団体等へ交付する

ものです。

※富士見市の主な活用事例

・下水道 ・都市公園

・道路 ・市街地

・河川 都市基盤の整備
や維持で活用

概 要

（国土交通省ＨＰ参照 一部抜粋） 6



（国土交通省ＨＰ参照）

１．社会資本整備総合交付金について

市が活用
している
交付金は
左記の
２種類

〇社会資本整備総合

交付金

〇防災・安全交付金
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１．社会資本整備総合交付金について

富士見市の下水道事業で活用している交付金は以下の２種類です。

（計画名）安全・安心、快適な地域をつくる人のまち（防災・安全）

（内 容）雨水ポンプ場の機器更新等

防災・安全交付金

（計画名）安全・安心、快適な地域をつくる人のまち

（内 容）汚水管の整備

社会資本整備総合交付金

今回対象
（平成27年度～平成31年度分）
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１．社会資本整備総合交付金について

① 地方公共団体等は、目標や期間、目標実現のための事業等を記載した社会資本総合整備計画

（３～５年）を作成し、国土交通大臣へ提出する。（社会資本整備総合交付金 交付要綱第８）

② 地方公共団体等は、毎年度、実施するものについて整備計画に基づき交付申請する。

国は、毎年度、交付額を算定して交付する。

③ 計画期間の終了後は、地方公共団体自ら事後評価を行ってインターネットで公表する。

また、国土交通大臣へ報告しなければならない。（社会資本整備総合交付金 交付要綱第１０）

交付要綱のなかで、事後評価の実施・公表と
国土交通大臣への報告が決められている

交付金制度の基本的な仕組み
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２．事後評価について
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交付金の活用にあたっては、効率的・効果的な事業の執行や透明性・

客観性の確保、説明責任がより一層求められます。

① 事業の成果等を客観的に検証し、今後の方針を検討する

② 事業の成果を地域住民へ分かりやすく説明する

交付期間の終了時（終了後または最終年度中）に実施する

２．事後評価について

事後評価の目的

事後評価の時期
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社会資本整備総合交付金交付要綱（令和３年８月５日改正）（抜粋）

第10 社会資本総合整備計画の評価

１ 地方公共団体等は、社会資本総合整備計画を作成したときは、これをインターネットの利用により公表す

るものとする。交付期間の終了時には、社会資本総合整備計画の目標の実現状況等について評価を行い、こ

れをインターネットの利用により公表するとともに、国土交通大臣に報告しなければならない。また、必要

に応じて、交付期間の中間年度においても評価を行い、同様に公表及び国土交通大臣への報告を行うものと

する。

社会資本整備総合交付金に係る計画等について（令和３年3月30日改正）（抜粋）

第3 社会資本総合整備計画の評価について

【中間評価及び事後評価】

３ 整備計画を作成して国土交通大臣に提出した地方公共団体等が、交付要綱本編第１０第１項の規定に基づ

き必要に応じて交付期間の中間年度に行う評価（以下「中間評価」という。）の実施時期は、原則、中間年

度の終了後とする。また、当該地方公共団体等が同項の規定に基づき交付期間の終了時に行う評価（以下

「事後評価」という。）の実施時期は、交付期間の終了後又は交付期間の最終年度中とする。

２．事後評価について

目的の根拠

時期の根拠
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２．事後評価について

① 交付金を充てた要素事業の進捗状況

② 事業効果の発現状況

③ 評価指標（最終目標値）の達成状況

④ 今後の方針

事後評価の内容

富
士
見
市
で

原
案
作
成

第
２
回
審
議
会

交
付
式
・

第
１
回
審
議
会

11/9
（本日）

事後評価の流れ

原
案
公
表
・
縦
覧

（
窓
口
・
Ｈ
Ｐ
）

11/12頃～11/26頃 1/27

国
土
交
通
大
臣

へ
報
告

2月頃

住民より広く
意見を収集

妥当性の確認委員へ事前説明 13



２．事後評価について

社会資本整備総合交付金に係る計画等について（令和３年3月30日改正）（抜粋）

第3 社会資本総合整備計画の評価について

【中間評価及び事後評価】

４ 中間評価及び事後評価は、次に掲げる事項について行うものとする。

一 社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況（社会資本整備総合交付金を効果促進事業に充て

た場合にあっては、具体的な事業の内容を含む。）

二 事業効果の発現状況

三 中間評価にあっては評価指標の中間目標値の実現状況、事後評価にあっては評価指標の最終目標値の

実現状況

四 今後の方針

６ 地方公共団体等は、事後評価の実施に当たっては、評価の透明性、客観性、公正さを確保するため、学識

経験者等の第三者の意見を求めるよう努め、当該意見を地域住民に対し公表するものとする。また、事業の

成果を地域住民に対してより分かり易く示すよう留意するものとする。

内容の根拠
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２．事後評価について

事後評価書（原案）の公表・縦覧イメージ

（富士見市ホームページ）

※別途、下水道課の窓口でも行います。
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３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

※ 資料３ 事後評価書（原案）と併せてご確認ください。
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平成３１年度末 下水道
整備区域図

柳瀬川

富士見江川

新河岸川

東武東上線

ふじみ野駅

鶴瀬駅

みずほ台駅

砂川堀雨水幹線

【凡例】

：整備済箇所

：Ｈ27～Ｈ31

整備箇所

H２７当初
整備済面積
５年間の
整備面積
H３１末

整備済面積

１２０２．９ha事業計画面積 紺色の線

９７５．１９ha

１０４７．６２ha

７２．４３ha

実施地域：上南畑、下南畑、
南畑新田、水子

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

国道254
バイパス

平成31年度末 下水道整備区域図

国道463号線
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平成27年度～平成31年度(5年間) 富士見市

下水道整備を行い、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

①下水道による汚水整備達成率を81.1％（H27)から87.1％（H31）に増加させる。

（H27当初） （H29末） （H31末）
①下水道による汚水整備達成率　汚水整備済面積

汚水整備済面積（975.2ha）／事業計画面積（1202.9ha）

事　後　評　価　（中　間　評　価）
○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画　事後評価書（原案） 令和３年１１月　　日

計画の名称 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち
計画の期間 交付対象

81% 85% 87%
81% 85% 87%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,170百万円
1,941百万円

Ａ
2,170百万円
1,941百万円

Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期
令和３年１２月から令和４年１月

富士見市下水道事業審議会 公表の方法
富士見市ホームページによる

原案における審議事項の論点を次ページに示します

公共下水道の整備における計画目標

計画目標値に対して設定した最終目標値

黒字・・・計画

赤字・・・実績

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

事後評価書（原案）

平成27年度～平成31年度(5年間) 富士見市

下水道整備を行い、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

①下水道による汚水整備達成率を81.1％（H27)から87.1％（H31）に増加させる。

（H27当初） （H29末） （H31末）

①下水道による汚水整備達成率　汚水整備済面積

汚水整備済面積（975.2ha）／事業計画面積（1202.9ha）

事　後　評　価　（中　間　評　価）
○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画　事後評価書（原案） 令和３年１１月　　日

計画の名称 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち
計画の期間 交付対象

81% 85% 87%
81% 85% 87%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,170百万円
1,941百万円

Ａ
2,170百万円
1,941百万円

Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期
令和３年１２月から令和４年１月

富士見市下水道事業審議会 公表の方法
富士見市ホームページによる

原案における審議事項の論点を次ページに示します

公共下水道の整備における計画目標

計画目標値に対して設定した最終目標値

黒字・・・計画

赤字・・・実績
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１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H２７ H２８ H２９ H３０ H３１

A1 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
160
216
234

A2 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
80
36
38

A3 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
300
230
230

A4 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
30
27
27

A5 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
1,000
552
585

A6 下水道 一般 富士見市 直接 富士見市
管渠
（汚水）

新設
600
768
768

合計
2,170
1,829
1,941

交付対象事業

事業者 種別１ 種別２ 事業内容要素となる事業名（事業箇所） 市町村名
全体事業費
（百万円）

管渠A=１１．５ｈａ
管渠A=１４．７ｈａ
管渠A=１５．２ｈａ

富士見市柳瀬第９処理分区の汚水管整備

柳瀬第１０－１処理分区の汚水管整備

新河岸第１２－２－２処理分区の汚水管整備

柳瀬第９処理分区

柳瀬第１０－１処理分区

新河岸第１２－２－２処理分区

管渠A=６．２ｈａ
管渠A=２．４ｈａ
管渠A=２．５ｈａ

富士見市

管渠A=８．８ｈａ
管渠A=８．２ｈａ
管渠A=８．２ｈａ

富士見市

新河岸第１３処理分区

新河岸第１４処理分区

新河岸第１６処理分区

管渠A=２２．２ｈａ
管渠A=２１．５ｈａ
管渠A=２１．５ｈａ

富士見市

管渠A=１．８ｈａ
管渠A=１．７ｈａ
管渠A=１．７ｈａ

富士見市

管渠A=２２．４ｈａ
管渠A=２０．６ｈａ
管渠A=２２．３ｈａ

富士見市

新河岸第１３処理分区の汚水管整備

新河岸第１４処理分区の汚水管整備

新河岸第１６処理分区の汚水管整備
黒字・・・計画

青色・・・交付金事業のみ

赤字・・・実績

（交付金事業+市単独事業）

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について
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２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・社会資本総合整備計画に基づく下水道未普及地域の汚水整備は当計画により達成し、人口普及率は平成31年度末時点で、98.4％となり概成した。

・今後は、次期（令和２年度から令和６年度）社会資本総合整備計画においても、引き続き公共下水道の整備を行っていくとともに、既設管渠の修繕・改築・更新事業を進めていく。

指標③
最終目標値 目標値と実績値に

差が出た要因最終実績値

指標②
最終目標値 目標値と実績値に

差が出た要因
最終実績値

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況 ・下水道未普及地域に対する管渠築造事業を実施した結果、交付金事業だけではなく、市単独事業においても整備したため、下水道の汚水整備達成率が81.1％（H27）から87.1％（H31）に増加し、整備達成率が6.0％向上した。

Ⅱ定量的指標の達成状況 指標①
最終目標値 87% 目標値と実績値に

差が出た要因最終実績値 87%

審議事項の論点
基本的に、1ページの計画目標や最終目標等に鑑み

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況について

市が評価した本評価書の記入内容について妥当であるか評価して頂くものです。

会の当日には最終実績値の内訳等の説明をさせていただきます。

３．特記事項（今後の市の方針等）について

次期計画において引き続き公共下水道の整備を行うとともに、既設管渠の

修繕・改築・更新事業を行っていく方針について妥当であるか評価して頂く

ものです。

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について
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２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の

   発現状況（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標②

最終目標値 目標値と実績
値に差が出た
要因最終実績値

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の
   効果の発現状況

・下水道未普及地域に対する管渠築造事業を実施した結果、交付金事業だけではなく、市単独事業においても整備したため、下水道の汚水整備達成率が81.1％（H27）から87.1％（H31）に増加
し、整備達成率が6.0％向上した。

Ⅱ定量的指標の達成状況 指標①

最終目標値 87% 目標値と実績
値に差が出た
要因最終実績値 87%

・社会資本総合整備計画に基づく下水道未普及地域の汚水整備は当計画により達成し、人口普及率は平成31年度末時点で、98.4％となり概成した。
・今後は、次期（令和２年度から令和６年度）社会資本総合整備計画においても、引き続き公共下水道の整備を行っていくとともに、既設管渠の修繕・改築・更新事業を進めていく。

指標③

最終目標値 目標値と実績
値に差が出た
要因最終実績値

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

事後評価書（原案）

21



平成３１年度末 下水道
整備区域図

柳瀬川

富士見江川

新河岸川

東武東上線

ふじみ野駅

鶴瀬駅

みずほ台駅

砂川堀雨水幹線

H２７当初
整備済面積
５年間の
整備面積
H３１末

整備済面積

１２０２．９ha事業計画面積 紺色の線

９７５．１９ha

１０４７．６２ha

７２．４３ha

実施地域：上南畑、下南畑、
南畑新田、水子

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

国道254
バイパス

平成31年度末 下水道整備区域図

国道463号線

Ａ１

【凡例】

：整備済箇所

：Ｈ27～Ｈ31

整備箇所

22

Ａ２

Ａ６

Ａ３

Ａ４

Ａ５



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

柳瀬第９処理分区
柳瀬第１０－１処理分区

Ａ１
Ａ２

23

柳瀬第９処理分区
（Ａ１）

柳瀬第１０－１処理分区
（Ａ２）



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

新河岸第12-2-2処理分区

24

Ａ３

新河岸第１２-２-２処理分区
（Ａ３）



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

新河岸第13処理分区

25

Ａ４新河岸第１３処理分区
（Ａ４）



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

新河岸第14処理分区
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Ａ５

新河岸第１４処理分区
（Ａ５）



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

水子貝塚公園

本郷中学校

実　　　績 計画期間内整備面積実績　　 　２２．３２ha　

事 業 着 手 平成２７年度事業開始時点　　１４５．２３ha

事 業 終 了 平成３１年度末整備済面積　　１６７．５５ha

計 画 名 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち

計画 期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間）新河岸第14処理分区
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Ａ５

新河岸第１４処理分区
（Ａ５）



３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

立教大学
グラウンド

難波田城公園

事 業 終 了 平成３１年度末整備済面積　　　２１．５０ha
実　　　績 計画期間内整備面積実績　　　 ２１．５０ha　

計 画 名 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち

計画 期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間）
事 業 着 手 平成２７年度事業開始時点　　　　 　 　０ha

新河岸第16処理分区

28

Ａ６
新河岸第１６処理分区

（Ａ６）



鶴瀬駅

鶴瀬西郵便局

鶴瀬西交流センター

事 業 終 了 平成３１年度末整備済面積　　  ５０．４１ha
実　　　績 計画期間内整備面積実績　　     ０．７６ha　

計 画 名 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち

計画 期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間）

事 業 着 手 平成２７年度事業開始時点　 　４９．６５ha

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

江川第2処理分区
※市単独事業費で実施

※交付金は活用していない

参考
①
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鶴瀬駅

谷津の森公園

実　　　績 計画期間内整備面積実績　　　   ０．１２ha　

計画 期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間）

事 業 着 手 平成２７年度事業開始時点　 　４４．１３ha
事 業 終 了 平成３１年度末整備済面積　　  ４４．２５ha

計 画 名 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

江川第3処理分区
※市単独事業費で実施

※交付金は活用していない

参考
②
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水子貝塚公園

氷川神社

事 業 着 手 平成２７年度事業開始時点　 　２６６．３９ha
事 業 終 了 平成３１年度末整備済面積　　  ２６６．４３ha
実　　　績 計画期間内整備面積実績　　　     ０．０４ha　

計 画 名 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち
計画 期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間）

３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

江川第4処理分区
※市単独事業費で実施

※交付金は活用していない

参考
③
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３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

参考
④

新河岸第12-2-1処理分区
※市単独事業費で実施

※交付金は活用していない
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３．社会資本総合整備計画の事後評価書（原案）について

事後評価書（原案）
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４．次期整備計画書（令和２年度～令和６年度）について
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４．次期整備計画（令和２年度～令和６年度）について
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４．次期整備計画（令和２年度～令和６年度）について
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４．次期整備計画（令和２年度～令和６年度）について
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